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辻井伸行氏といえば世界的に大変有名なピアニスト。その彼
を育てた母親いつ子さんはどんな方だろう？どんな子育てをな
さってきたのだろう？子育て真っ最中のお母さん、お父さんは
きっと関心のあることでしょう。いつ子さんの「明るく、楽しく、
あきらめない」子育てには、毎日奮闘している親たちへの素敵な
メッセージが詰まっていました。

いくら自分の子どもにすばらしい才能があってもそれに気づ
き、伸ばしていくというのは簡単なことではないと思います。そ
れが、障害のあるお子さんなら日常生活を送るのも必死でしょ
う。でも、いつ子さんは伸行氏の障害を�個性�に変えました。
子どもの小さな反応を見逃さず、興味を持つことを積極的に応

援し、小さなきっかけから大きな夢を抱いてその夢の実現へ親
子で一丸になって取り組む。誰もが簡単に実践できることとは
言いがたいかもしれませんが、子どもの可能性を信じて見守っ
てやったり励ましてやることがどれほど大切かをお話しされま
した。
また、どんなに才能のある子どもでも、チャンスを与えてやる

のは親です。いつ子さんは、伸行氏にいいピアノの先生を見つけ
てあげようと走り回ったり、様々な体験をさせたいとアウトド
アに積極的に連れ出してあげたそうです。一つ一つの積み重ね
が伸行氏を一流のピアニストに導いて行ったんだ、彼の可能性
を信じてあきらめず、前向きにやってきたことが結果として実
を結んだと実感しました。

子どもの可能性を見出しその才能を信じて褒めたり共感して
やる、言葉では簡単ですが、実践するのは親の努力が必要です。
しかし、それを実践し見事な成功を収めた方がこうして実際に
いらっしゃるのです。私たち親も、努力を惜しまず子どもととも
に成長していければ明るい未来が見えてくるのではないでしょ
うか。辻井いつ子さんからは、親として常に心に留めておきたい
シンプルだけど貴重なメッセージをたくさんいただきました。

子どもの才能の見つけ方、伸ばし方
～明るく、楽しく、あきらめない、「親ばか」子育てのススメ～

辻井いつ子氏
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